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６月末現在の会員数545人
（男性336人・女性209人）
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３
年
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事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

定
時
総
会
は
、
同
日
午
後
１

時
３
０
分
に
開
会
。
安
全
推
進

員
の
上
江
洲
勝
さ
ん
の
司
会
で

進
行
し
た
。
最
初
に
、
上
原
秀

雄
理
事
長
が
挨
拶
（
２
面
に
全

文
掲
載
）
。

続
い
て
、
桑
江
朝
千
夫
沖
縄

市
長
と
小
浜
守
勝
沖
縄
市
議
会

議
長
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
、
仲
宗
根
正
史
事

務
局
長
が
代
読
で
読
み
上
げ
披

露
し
た
。

議
事
進
行
を
務
め
る
議
長
に
は
、

浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
を
選
出
。
会

員
総
数
５
３
４
人
中
、
４
１
３
人

（
出
席
者
15
人
、
委
任
状
３
９
８
人
）

の
過
半
数
で
総
会
成
立
を
宣
言
。
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号

ま
で
審
議
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
決
議
さ
れ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
が
、
去
る
５
月
18
日
開
催
の
「
第
２
回
理
事
会
」
に
お
い

て
承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

公益社団法人沖縄市シルバー人材センターの令和３年度定時総会が６月10日、シル

バーワークプラザ２階大会議室で開催され、令和２年度の事業報告及び収支決算報告

等を審議、それぞれ承認された。総会開催時は、新型コロナウイルス感染症の急激な

拡大で沖縄県は４度目の緊急事態宣言を発出中。このため総会会場を急きょ変更、出

席人数も各専門委員長と地区長の15名の出席にとどめた。会員は委任状提出で済ませ

るという２年連続の異例の定時総会開催となった。

昨 年 に 続 き 異 例 の 定 時 総 会
事業・決算報告など承認
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令
和
３
年
度
の
定
時
総
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
本
日
、
こ
の
度
の
定
時

総
会
へ
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
員
皆
様
に
ご
出
席

頂
き
、
又
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
定
時
総
会
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
昨
年
に
続
き
、
先
の
理

事
会
に
お
い
て
「
一
般
法
人
法
第
50
条
」
の
規
定

に
よ
り
「
代
理
人
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
（
委
任

状
）
」
に
て
議
決
等
を
行
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
形
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を

ご
了
承
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
日
は
桑
江
沖
縄
市
長
並
び
に
小
浜
市

議
会
議
長
よ
り
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
後
ほ
ど
ご
披
露
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

が
異
変
株
へ
と
拡
大
す
る
中
「
緊
急
事
態
宣
言
」

の
発
出
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を
適
用

す
る
な
ど
、
感
染
者
数
の
拡
大
防
止
に
苦
慮
し
て

お
り
ま
す
。
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
２
月
に

初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
感
染
者
数

は
急
激
に
増
え
続
け
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、

今
月
20
日
ま
で
の
４
度
に
わ
た
る
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
、
感
染
拡
大
は
よ
り
一
層
、
危
機
的

状
況
下
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
は
、
長
い

戦
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
「
就
業
活
動
」
や
「
日
常
生
活
」
等

に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
「
３
密
」
を
避
け
る
と

と
も
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
等
を
徹
底
す
る

な
ど
日
頃
か
ら
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
意
識
し
た

行
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
で
あ
る

「
会
員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に
つ
い

て
、
役
職
員
や
地
区
会
員
の
皆
様
と
の
連
携
の
下
、

目
的
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
当
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
主
な
事
業
実
績
は
「
会
員
数
」
５

３
０
人
、
「
契
約
金
額
」
約
２
億
７
千
９
百
万
円
、

「
就
業
延
人
員
」
４
２
，
５
５
５
人
日
と
な
り
、
全

項
目
で
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
「
会
員
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治

会
と
の
連
携
に
よ
る
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
市
内
全
世

帯
へ
の
配
布
、
ま
た
会
員
に
よ
る
「
一
人
一
会
員
」

運
動
の
推
進
な
ど
会
員
の
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
少
す
る
な
ど
、
か

な
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
会
員
の
入
会
強
化
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
共
に
、
退
会
者
の
抑
制
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で

あ
る
「
安
全
・
適
正
就
業
」
に
つ
い
て
で
す
が
「
安

全
・
適
正
就
業
委
員
会
」
「
安
全
推
進
員
」
等
に
よ

る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
会
員
間
に
よ
る
声
掛

け
を
推
奨
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
は
６
件
の
事
故

が
発
生
致
し
ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
３
件
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
適
正
な
就
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
会

員
及
び
役
職
員
が
一
体
と
な
り
「
事
故
の
未
然
防
止
」

「
発
生
事
故
の
検
証
と
今
後
の
対
策
」
そ
し
て
「
会

員
へ
の
情
情
報
提
供
」
な
ど
、
事
故
の
撲
滅
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
会
員
一
人
一
人
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。ご

承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
〝
安
全
・
安
心
〟
を
第

一
に
「
会
員
の
増
強
」
「
請
負
・
委
任
」
に
よ
る
就

業
、
ま
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

や
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
よ
る
就
業
拡
大
に
取
り

組
み
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
就
業
の
場
の
提

供
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
「
安
全
第
一
」
「
健
康
第
一
」
で
会
員

一
人
一
人
の
知
識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
て
働
く

こ
と
を
通
じ
て
「
生
き
生
き
と
活
動
す
る
社
会
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
推
進
に
努
め
、

「
就
業
活
動
」
及
び
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
は

じ
め
と
し
て
、
生
涯
現
役
・
健
康
長
寿
社
会
の
実
現

に
寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
10
日理

事
長

上

原

秀

雄

定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ(

全
文)
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新

入

会

員

紹

介

６
月
25
日
付
で
８
人
（
女
性
１
人
・
男
性

７
人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

上
原

義
信

（
美
里
中
校
地
区
）

奥
平

眞
一

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

上
間

恵

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

仲
本

兼
栄

（
美
里
中
校
地
区
）

内
間

均

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

玉
城

茂
範

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

玉
城

壽
美
子
（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

池
原

賢
治

（
美
里
中
校
地
区
）

み
な
し
決
議
で
第
３
回
理
事
会

左
記
の
２
議
案
に
つ
い
て
「
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
96
条
」
及
び
「
定

款
第
38
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
全
員
が
書
面
で

も
っ
て
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
た
め
、
理
事
会
決

議
を
省
略
し
、
み
な
し
決
議
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
、
８

人
（
女
性
１
人
・
男
性
７
人
）
を
承
認
。

そ
の
結
果
６
月
25
日
現
在
の
会
員
数
は
５
４
５
人

（
女
性
２
０
９
人
・
男
性
３
３
６
人
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
５
月
の
退
会
者
は
１
人
。

議
案
第
２
号
「
令
和
３
年
度
安
全
・
適
正
就
業
推

進
強
化
月
間
」
実
施
要
綱
（
案
）
に
つ
い
て
、
別
紙

要
綱
（
４
面
掲
載
）
の
と
お
り
承
認
。

会
員
数
・
就
業
実
人
員
は
横
ば
い

就
業
延
人
員
・
配
分
金
・
契
約
金
額
は
増

令
和
３
年
５
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
３

７
人
で
増
減
な
し
、
就
業
実
人
員
３
１
２
人
で
増
減

な
し
、
就
業
延
人
員
３
４
０
５
人
で
４
９
２
人
の
増

（
14
％
）
、
配
分
金
約
１
８
０
３
万
円
で
約
２
９
８

万
円
の
増
（
16
％
）
、
契
約
金
額
約
２
２
２
５
万
円

で
約
３
４
７
万
円
の
増
（
15
％
）
と
な
っ
た
。

（
対
前
年
比
同
月
比
）

配
分
金
振
込
先
変
更
の
お
願
い

配
分
金
振
込
先
を
郵
便
局
に

指
定
し
て
い
る
会
員
の
皆
様

５月実績

郵
便
局
と
の
取
引
終
了
に
伴
い
、
左
記
の

期
限
ま
で
に
、
振
込
先
を
コ
ザ
信
用
金
庫

へ
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
２
月
28
日
（
月
）
ま
で

今
年
度
初
の
傷
害
事
故
発
生

刈
払
機
に
よ
る
負
傷
事
故

＊

事
故
内
容

:

刈
払
機
に
よ
る
会
員
の
負
傷
事
故

＊

発
生
日
時

:

令
和
３
年
５
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
50
分
頃

＊

発
生
場
所

:

沖
縄
市
内
の
民
有
地
（
雑
木
伐
採
地
）

＊

事
故
状
況

:

当
日
は
会
員
２
人
で
民
有
地
内
を
刈

払
機
に
よ
る
除
草
作
業
中
、
別
箇
所
で
作
業
を
終
え
た

当
該
会
員
は
、
ま
だ
作
業
中
の
同
僚
会
員
を
手
伝
う
つ

も
り
で
近
づ
い
た
と
こ
ろ
、
同
僚
会
員
は
そ
れ
に
気
付

か
ず
に
作
業
を
続
け
、
刈
払
機
の
刃
先
が
当
該
会
員
の

左
手
首
上
部
に
接
触
、
約
５
セ
ン
チ
の
裂
傷
を
負
っ
た
。

＊

事
故
原
因

:

作
業
中
は
、
常
に
事
故
回
避
動
作
を

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
刈
払
機
使
用
中
に

お
い
て
は
な
お
、
そ
の
危
険
性
に
留
意
し
、
よ
り
慎
重

な
作
業
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
回
の
事
故
は
、
同
僚

会
員
が
作
業
周
辺
へ
の
注
意
を
怠
り
、
ま
た
当
該
会
員

は
近
く
ま
で
不
用
意
に
近
づ
い
た
こ
と
、
双
方
と
も
緊

張
感
の
欠
如
が
事
故
原
因
と
な
っ
た
。

＊

事
故
後
の
対
応

:

事
故
発
生
時
、
負
傷
会
員
の
か

か
り
つ
け
医
で
あ
る
整
形
外
科
病
院
に
行
く
も
看
護
師

の
助
言
を
受
け
、
緊
急
搬
送
を
要
請
し
、
別
の
医
療
機

関
に
て
負
傷
箇
所
の
緊
急
治
療
、
縫
合
手
術
を
受
け
る
。

＊

再
発
防
止
対
策

:

翌
朝
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で
緊
急

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
事
故
詳
細
の
検
証
を
行
っ
た
。

日
ご
ろ
の
作
業
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い
か
、
刈
払

機
の
危
険
性
意
識
が
疎
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、

改
め
て
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
と
慎
重
な
作
業
の
実
施

を
確
認
し
た
。
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目

的

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
会
員
の
健
康
管
理
と
安
全

で
適
正
な
就
業
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
就
業
現
場
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
会
員
間
に
よ
る

声
掛
け
を
行
う
な
ど
安
全
意
識
の
共
有
と
各
就
業
現
場
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策

を
強
化
し
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
６
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
依
然
と
終
息
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
中
、
会
員
及
び

役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
一
層
、
事
故
防
止
対
策
、
感
染
症
防
止
対
策
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
７
月
の
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化

月
間
」
に
お
い
て
は
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
強
化
を
図
り
、
事
故
の
な
い
安

全
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

１
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
の
取
組
み

（
１
）
期

間

令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）
～

31
日
（
土
）

（
２
）
取
組
内
容

①

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
の
開
催

・
日

時

:

令
和
３
年
７
月

日
（

）
午
後
１
時
30
分

・
場

所

:

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

※
未
定
（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

②

横
断
幕
や
の
ぼ
り
等
の
掲
揚

③

県
シ
ル
バ
ー
連
合
主
催
の
「
安
全
大
会
」

等
へ
の
参
加

④

そ
の
他
、
安
全
講
習
会
等
の
開
催

※
①
③
④
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

自
粛
・
中
止
・
延
期
を
検
討

２

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
２
年
度
～
令
和
４
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
全
国
統
一
安
全
就
業

ス
ロ
ー
ガ
ン

『

い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

無
事
故
か
ら

』

３

安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
「
安
全
掲
示
板
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
等
を
活
用
し
た
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
会

員
自
身
の
健
康
管
理
と
事
故
防
止
対
策
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
の
取
組
み
を
行

う
。

（
１
）
安
全
就
業

ア

就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
作
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底
し
、
会
員
の
健
康

状
態
を
把
握

イ

就
業
現
場
の
「
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施
強
化

ウ

安
全
衛
生
教
育
及
び
各
種
講
習
会
の
充
実
・
強
化

エ

刈
払
機
、
機
械
器
具
及
び
安
全
保
護
具
等
の
点
検
整
備
の
実
施
強
化

オ

タ
イ
ヤ
止
め
使
用
の
徹
底
と
「
高
齢
運
転
者
等
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
活
用

カ
「
安
全
就
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
「
安
全
・
適
正
就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
の
配

布
と
活
用

キ

熱
中
症
予
防
・
対
策
の
徹
底
と
注
意
喚
起
、
情
報
等
の
提
供

（
２
）
適
正
就
業

ア

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
、
適
正
な
就
業
の
徹
底

イ

臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
就
業
の
徹
底

ウ

発
注
者
等
か
ら
の
「
指
揮
命
令
」
や
「
混
在
就
業
」
等
の
排
除

エ
「
受
注
票
」
「
契
約
書
」
「
請
書
」
等
に
お
け
る
不
適
正
な
記
載
の
確
認
及
び
就

業
実
態
の
自
主
点
検

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
へ
の
対
応

（
１
）
会
員
へ
の
感
染
予
防
措
置
等
の
周
知

ア

手
洗
い
、
う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
及
び
外
出
自
粛
等

の
奨
励

イ

風
邪
症
状
や
発
熱
（
37
度
以
上
）
時
の
就
業
自
粛

ウ
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
周
知
・
推
進

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
に
係
る
感
染
防
止
対
策

ア

新
規
受
注
時
の
感
染
防
止
対
策
・
感
染
リ
ス
ク
の
確
認
の
徹
底

イ

就
業
中
の
感
染
防
止
対
策
（
マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避
等
）
の
徹
底

ウ

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
応
じ
て
就
業
の
延
期
、
中
止
等
を
検
討

令
和
３
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業

推
進
強
化
月
間
」
実
施
要
綱


